
 

                                                                     

 

 

第８回設置検討会議後に各団体が実施した意見交換における意見等 
 
 
 
１ 上水内地区町内会連合会 
  
 
２ 砂谷地区町内会連合会 
  
 
３ 杉並台連合町内会 
  
 
４ 湯来東小学校 PTA 
 
 
５ 湯来西小学校 PTA 
 
 
６ 湯来南小学校 PTA 
 
 
７ 湯来中学校 PTA 
 
 
８ 砂谷中学校 PTA 
 
 
９ 湯来保育園保護者会 
 
 
10 湯来南保育園保護者会 
 
 
11 杉並台幼稚園父母会 
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第８回設置検討会議後に実施した意見交換における意見等（上水内地区町内会連合会） 

 

 

上水内町内会連合会については、前回の意見から変更有りません。 

 

○ 設置場所については、現役世代の意見を尊重する。 

 

○ 5 校統合時には、スクールバスは必ず出すこと。 

 

○ 湯来西小学区から湯来東小学校へ通う児童について、路線バスの利用では、通学時間は 1 時間

以内を目安という一つの指標を上回る児童がいることから、スクールバスについて至急検討する

こと。 

  また、途中の経由地があることで通学時間が延びるので、上多田、小多田（該当児童がいる場

合）、打尾谷、それぞれから、湯来ロッジまでの移動手段を確保し、湯来ロッジから集合していけ

るようにするなど、通学時間を極力短縮する措置をとること。 

 （今後、ライドシェアの活用も視野に入れながら） 
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第８回設置検討会議後に実施した意見交換における意見等（砂谷地区町内会連合会） 

 

 

○ 当団体を構成する 24 町内会の全てが湯来体育館の場所への設置を希望することに変わりない。 

保護者ではないので中立的に見ているが、それでも、体育館の場所だと思う。保護者の思いを大

切にしてほしい。 

どちらの候補地に設置することになっても安全面の対策をしっかりしてほしい。 
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第８回設置検討会議後に実施した意見交換における意見等（杉並台連合町内会） 

 

○ 湯の山運動広場はグラウンドが狭いので、教育環境を考えたら体育館の場所の方が良い。 

土砂災害警戒区域にあることは、なおさら気になるところ。仮にそうなるなら安全対策は必須。 

また、先日の想定配置図のように、レッドゾーンを避けて建設をした場合はグランドが日陰に

なり、冬場は雪が降っても融けないと思われる。 

 

○ レッドゾーンへの懸念について 

 ・ 大切な子ども達が毎日通う学校を、危険な場所に作るという考えは全く理解できない。子ども

達の安全を何よりも最優先にして、より安全な場所に学校を作ることが、大人の責任ではない

か。 

 ・ 中国新聞の記事にあった、過去にレッドゾーンに学校を建設した事例はないということを考

慮するべき。 

 

○ 予算面で考えても、大きな差が見られる。 

 ・ 体育館の建設費７億円、スクールバス概算（5 台と 2 台）の差額毎年 3,000 万円。 

   この 2 点だけでも、湯来体育館隣への建設で「10 年で 10 億円の節約」。狭い街中でどこを

探しても学校用地が見つからないのならまだしも、冷静に 2 か所を比較すればもはや検討の余

地はない。ここまでの具体的な情報が出た中で、湯の山運動広場への建設は、安全面でも予算面

でも、広島市議会での理解は得られないだろう。 

 

○ 検討の進め方について 

・ 提言書を提出したのも、現在の検討委員会も、構成員が所属する団体は全く同じもの。自ら提

言しておきながらやっぱり決められないということでは、湯来は一体何をやっているのかとい

う無責任な話になる。 

どうしても自分たちでは決められないというのならば、教育委員会か、広島市か、市議会かに

これまでの議事録を全て提出してそこで判断してもらうべきではないか。 

・ 意見を述べたり議論をすることは結論を導くための手段であって目的ではない。苦渋の決断

であるとは思うが、様々な意見を踏まえた上で決めるのが検討委員会本来の目的ではないか。

これまでの内容を聞く限り、結論を先延ばしにすることに意味はない。少子高齢化が激しく進

む湯来地区はもはや待ったなしの状態。来年度予算に間に合うよう、責任を持って１２月の会

議で必ず決めること。 
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第８回設置検討会議後に実施した意見交換における意見等（湯来西小学校 PTA） 

 

 

湯来西小学校 PTA としては、前回の意見から変更有りません。 

（②の部分の期限の部分だけ、変更です。） 

 

① 以下の条件が担保されるという前提で、建設場所についてはどこでも構いません。 

・ 子どもたちの通学時間について、極力極端な負担がない形で、スクールバスを運行すること 

・ スクールバスの運行や、放課後のプレイスクールには希望すれば誰でも通えるなど、保護者の

負担も極力少なくすること 

・ 既存の小中学校の良さや、離れてしまう地域との関係性が失われないような、湯来らしいカリ

キュラムとすること 

・ 地域との関係性を維持するために、移動費が理由となってそうしたカリキュラムや行事が無

くならないよう、移動費（バスの借り上げ費等）は十分予算を確保すること 

 

② 12 月の会議において、建設場所の結論を出すこと。 

湯来西小学校としては、5 年後の統合を条件に、湯来東小学校との統合を受け入れた経緯があ

り、これ以上、議論を先延ばしすることは望みません。 

子どもたちの教育環境、そして湯来町の未来を考えても、これ以上、議論を先延ばしにするよ

り、まずは建設場所を決め、具体的なカリキュラム等の議論に移ること、そして早期の開校を、 

強く望みます。 
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第８回設置検討会議後に実施した意見交換における意見等（湯来中学校 PTA） 

 

 

湯来中学校保護者にアンケートを行いました。 

結果 12 世帯中   

希望設置場所 

・湯来運動広場  ５世帯 

・湯来南運動広場 0 世帯 

・どちらでも良い 2 世帯 

・無回答     5 世帯 

という結果が出ました。 

意見としては、どちらになってもスクールバスの運行、放課後プレイスクールの充実を願う。 

というものでした。 

保護者の多くは 5 校統合時点で子供が関わることがなく、今からの現役の方の意見を聞いてあげ

てほしいとのことです。 
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２０２３年１２月 
         湯来保育園保護者会 意見・要望等集約結果 
 
 
① 「湯来南運動広場」「湯来運動広場」、２つの候補地のうち、設置を希望する場所と理由。 
その場所に設置することとなった場合に、市に実現してほしいことや認めてもらいたいこと 
 
【設置を希望する場所】 
 湯来運動広場…３名 （その他意見提出無し） 
 
【その理由と市への要望】 
・学校を教育機関としてだけの機能だけでなく、地域の活性化、町づくりの中心的な施設として
考えるのなら、湯来運動広場に持ってきて、大橋の旧湯来町役場や湯来中等の施設、場所も有効
活用して、湯来が福祉施設や子育て支援施設（発達サポート施設等も含む）の充実した町として
対外的にアピールしていけばよいのではないか。地域住⺠のサポートも得やすい⽴地であると
考える。 
・保育園とデイサービスの施設もすぐにあり、広い年齢層の地域コミュニティの核として、最も
良い。 
・水内地区への移住相談が増加傾向にある中、湯来運動広場の近隣にあるサンピア湯来内に、社
会福祉協議会と連携するなどして移住相談窓口を設置してほしい。また、湯来運動広場のある湯
の山は元々移住者が多い地区ですが、子育て世帯が優先的に入居できる町営住宅を設置し、移住
者の呼び込みにつなげてもらいたい。 
・グラウンドが狭くなると予想されているが、敷地内のテニスコートや湯来中学校グラウンドな
どをサブグラウンドとして使用できないか。 
・擁壁等で安全性を高めてほしい。 
・授業で得られる学びだけではない、プラス α で湯来らしい教育を実現するためには、人里離
れた山の上よりも、湯来の日常を感じることができる場所が適している。 
・給食調理室を併設して。湯来の食材を日常的に使ってほしい。 
 
② 会議の結果、仮に希望する候補地でない場所に設置することになった場合に、 
市に実現してほしいことや認めてもらいたいこと 
 
・スクールバスの設置。数年後の小中一貫校設置のタイミングでの地域のバス会社の状況等で断
定できない面があることは重々承知だが、これをやってもらえなければこれだけ広範囲の合併
の根幹が揺らいでしまう。一丁目一番地の課題として、必ずやり遂げてほしい。 
・スクールバスが生徒・児童の登下校時刻にあわせた便数出ること 
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（プレイスクールの帰宅便も必ず出ること） 
・共働き世帯が勤務日数・時間を子どもの送迎のために削らなくてもいいように、春・夏・冬休
みのプレイスクール開設とスクールバスの運行は必須。 
・砂谷中学校を発達支援施設、福祉施設、コミュニティ施設等活用し、ポツンと小中一貫校だけ
がそこにあるということにならないようにしてほしい。 
・小中一貫校の近隣に子育て世帯が優先的に入居できる町営住宅を設置し、移住者の呼び込みに
つなげてもらいたい。 
・通学路の安全性を高めてほしい。 
・学校が無くなった地域も衰退しないように旧校舎を活用できる予算をつけてほしい。住⺠も取
り残されないように配慮してほしい。 
・湯来南運動広場に新設の場合、一貫校への統合のタイミングは保護者で納得してから。 







 

 

 

第８回設置検討会議後に実施した意見交換における意見等（杉並台幼稚園父母会） 

 

 

○ 当団体のみなさんの意見は湯来体育館のほうがいいのではないかと言う意見でした。 

理由は運動場の広さや費用面、安全面を比べてみると湯来体育館の方がデメリットが少ないか

らです。 

水内地区に小学校が無くなる事で現在住まわれている保護者のみなさんや住民のみなさんは、不

安だし寂しく思うだろうなという気持ちも同じ保護者としてとてもわかります。 

「湯来東小のみんなが気の済むまで分校にして欲しい。」と言う意見がありましたが、統合場所を湯

来体育館の方にして、後に合流が確定していて、市や教育委員会の方達がそれでも大丈夫ですよ

というのなら、当団体としては別に構わない。 

だけど、せっかく湯来町民みんなで素晴らしい学校を作り上げよう、もっと子供達のためになる

ような学校にしよう。となって新設された学校に、水内地区の子ども達は通わないとなるともった

いないのではないかと思う。 

子ども達は、人数も増えるし、設備も新しく最新の学校に通いたいと思うかもしれない。こちらの

学校に通う事で視野も広がり、たくさんの発見もあるかもしれない。わざわざバスに乗って通うこ

とになるかもしれないけど、子ども達にとってメリットもたくさんあると思います。 

 

○ それぞれの学校で行っていた特色のある良いところを授業に組み込んでいったら湯来の代表と

する通いたい学校ができるのではないでしょうか。 

 

○ 通学面で湯来体育館に新設される場合、杉並台方面から通う場合、どのようなルートになるの

か。ルートは 3 通りくらいあるが、子ども達の通学の安全面は確保していただきたいです。 
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